
 

（第２号様式）   
令和８年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立神奈川工業高等学校（定時制）   

  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・中間報告・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和８年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 中間報告  学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（  月  日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生徒一人ひと
りの多様な学
習歴や実態に
応じた教育課
程を編成し、
基礎的・基本
的な知識・技
術の確実な定
着を図るとと
もに、主体
的・対話的で
深い学びを通
して、課題解
決に向けて粘
り強く取り組
む力を育成す
る。 

①職員全体で研
修や情報の共
有を行い、組
織的な授業改
善及びＩＣＴ
を利用したわ
かりやすい授
業の展開に取
り組む。 

②普通科のカリ
キュラムにつ
いて、授業を
す す め な が
ら、より良い
ものとなるよ
う、改善をす
すめて行く。 

③外国につなが
る生徒も多く
入学し、日本
語支援科目の
授業や多文化
共生の取組み
など、教育課
程編成面から
も充実したも
のとなるよう
にすすめる。 

①授業を見に行こ
う週間、オンラ
イン授業など本
校独自の取組み
の意義を職員で
共有し、研修や
情 報 共 有 を 行
う。 

②次年度以降のカ
リキュラムの検
討や、現在のカ
リキュラムの改
善点を洗い出し
て、より良い教
育課程編成がで
きるよう取り組
みを図る。 

③日本語科目ＰＴ
と、県からの支
援などの連携を
密にして、外国
につながる生徒
の日本語支援や
学習支援、キャ
リア支援など、
充実した学校生
活が送れるよう
な体制の構築を
図る。 

①授業を見に行こう
週間の意義や取組
み の 成 果 に つ い
て、職員全員で十
分に共有すること
ができたか。 

①オンライン授業や
１人１台端末を使
った授業を積極的
に促す取組みがで
きたか。 

②今年度からスター
トしたカリキュラ
ムについて、問題
点を洗い出すこと
ができたか。その
問題点について具
体的に改善をすす
めることができた
か。 

③外国につながる生
徒の日本語サポー
ト、学校生活全般
やキャリア支援な
どにおいても、十
分なサポートを行
う こ と が で き た
か。 

        
 

２ 

(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 
 
 
 
 
 

・基本的生活習
慣の確立と規
範意識の醸成
を図るととも
に、多様な背
景をもつ生徒
一人ひとりを
尊重し、安心
して学び続け
ることができ
る環境を整え
ることで、自
己肯定感や社
会性を育成す
る。 

①生徒の問題の
未然防止、早
期発見、早期
対応に努め、
生徒が安心し
て学びつづけ
ることができ
よう、個に応
じた支援をす
すめる。 

②生徒が中心と
なって学校行
事を企画・運
営するための
仕組みづくり
を、生徒とと
も に す す め
る。 

①生徒が安心して
学べる学校づく
り 、 体 制 づ く
り、健康や生命
に関わる問題を
未然に防ぐこと
に資する取組み
を引き続きすす
め、生徒の多様
な背景に目を向
け た 上 で 生 徒
個々に寄り添っ
た支援を展開し
ていく。 

②生徒主体の企
画、運営のあり
方を定着、継承
させるための効
果的な仕組みづ
くりについて生
徒と教員とで対
話、検討のうえ
実行していく。 

①生徒が安心して学
べる学校づくり、
体制づくりに資す
る取組み、健康や
生命に関わる問題
を未然に防止する
取組みをより充実
させるとともに、
教育相談や関係機
関等との連携で得
た情報を共有する
ことで問題の未然
防止、早期発見・
対応につなげるこ
とができたか。 

②生徒が中心となっ
て行事を企画・運
営するとともに、
行事の企画運営の
仕組みづくりに生
かせるような知見
を得て、継承する
ことができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和８年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 中間報告  学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（  月  日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと
りが自己の適
性や将来像を
見据えて主体
的に進路を選
択できる力を
育成し、社会
的・職業的自
立に向けた進
路実現を図
る。 

① キャリア教育
の全体計画に
基づき、LHRや
進路ガイダン
スを戦略的に
連動させるこ
とで、生徒一
人ひとりの適
性 を 引 き 出
し、志望進路
の確実な実現
を支援する。 

② 社会の形成者
としての自覚
を促すため、
産業社会への
理解を深める
機 会 を 創 出
し、職業観の
醸成と社会人
としてのマナ
ー・倫理観の
定着を図る。 

①「キャリア教育
実 践 プ ロ グ ラ
ム」の共通理解
を深めるため、
会議や研修等あ
らゆる機会を通
じて、教職員間
での継続的な情
報共有と学外へ
の発信を強化す
る。 

① 綾瀬市とのコン
ソーシアムや多
角的な進路ガイ
ダンスの実施に
より、生徒の職
業的関心を喚起
し、進路選択の
主体性を確立さ
せる。 

②実社会に根ざし
た実践的なキャ
リア形成の質的
向上を図る。 

①教育活動のあらゆ
る場面を捉え、プ
ログラムの意義を
継続的かつ効果的
に生徒へ周知でき
たか。 

①進路ガイダンスや
学内指導を効果的
に接続し、生徒の
進路探究に向けた
主体的な関心を引
き出せたか。 

②実際の現場体験を
通じて、礼儀や責
任感といった社会
人基礎力の必要性
を生徒に深く認識
させられたか。 

     

４ 地域等との協働 

・地域や産業界
との連携を通
して、地域に
開かれ信頼さ
れる学校づく
りを推進する
とともに、生
徒が社会との
関わりの中で
学び、社会に
参画しようと
する意識を育
成する。 

➀社会貢献活動
を計画的に実
施し、双方向
の連携・協働
を通じて、教
育活動の質的
向上と地域活
力への寄与を
目指す。 

②中学生・保護
者が必要な情
報を取得でき
る広報体制を
整備する。 

①地域活動への参
加を促すことで
「社会に貢献す
る喜び」を体感
させ、同時に企
業との積極的な
交流を通じて、
未来を拓く職業
観を育む。 

②ホームページ上
で中学生や地域
社会に積極的に
情報発信する。 

①全校生徒を対象と
した地域貢献活動
の機会を創出し、
計画通りに全生徒
の参画を促すこと
ができたか。 

②ホームページの更
新 頻 度 を 向 上 さ
せ、教育活動の可
視化と適時情報提
供できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

・安全で安心な
教育環境を確
保するととも
に、透明性と
信頼性の高い
学校運営を実
現し、教職員
が協働して教
育活動の質の
向上に取り組
む組織づくり
を推進する。 

①信頼される学
校づくりを目
指ざし不祥事
事故の防止に
取り組む。 

②災害時の防災
安全意識と対
応力を身に付
ける。 

③職場環境や業
務内容を見直
し、業務の効
率化を図り、
教員の働き方
改革につなげ
る。 

①毎月不祥事防止
研修会を職員会
議前に行う。 

①適正な私費会計
処理に努め、事
故防止の意識を
もって業務を行
う。  

②災害時の身を守
る教育を避難訓
練等を通して、
対応能力を身に
付ける  

③Teams の活用と
見える化をすす
め、業務の効率
化につなげる。 

①毎月不祥事防止研
修会が実施できた
か。 

①私費会計が適正に
処 理 さ れ て い る
か。 

②避難訓練を計画的
に実施し身を守る
安全意識が向上し
たか。 

③Teams の活用等によ
り、会議時間が削
減 で き た か 。 ま
た、業務の効率化
が図れたか。  

     

 


